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『緊急事態宣言』が延長され 体育大会は６月に

兵庫県に５月11日まで緊急事態宣言が発令されたため、世の中の状況をふまえ
て、年度初めにお知らせしていました５月29日開催予定だった体育大会を、６月
５日に延期します。かなり以前から実施方法も含めて検討し、保護者の皆様にも
ご予定いただいていたところですが、緊急事態宣言が発令されたためやむをえな
いと判断しました。

しかし、この緊急事態宣言も５月末ま
で延長されることとなりました。不安な
気持ちはないとは言えませんが、子ども
たちの元気と笑顔、心身の安定を保とう
と、緊急事態宣言が予定通り解除された場合は、体育大会を６月５日に下記のよ
うな対策措置を講じ、開催方法を変更して実施しようと再び計画を進めています。

コロナ禍の中でも教育活動はできる限り続けることをめざし、子どもたちはマ
スクをしながらも元気に練習に励んでいます。練習時間も異なり、秋開催の一昨
年とはいろいろな部分で違いはありますが、出来る範囲内で演技（走・表現）に
取り組みたいと考えています。各ご家庭の事情により十分練習に参加出来ていな
い児童も、無理なくできる部分での参加を計画しています。今月末にコロナ禍は
どのような状態になっているかはわかりませんが、子どもたちの力と気持ちを少
しでも引き出したいと思っています。

今年は体育大会を学年別とし、３学年（低・中・高学年）の児童同士がお互い
の演技を見合い、たたえ合う【児童交流日】と、保護者の皆様にそれぞれのお子
様をご覧いただく【保護者参観の日】とに分け、密状態の回避を図りつつ開催し
ます。【児童交流日】には保護者はご覧いただけません。また【保護者参観の日】
についても、各ご家庭のお子様の演技のみを参観いただけるよう、学年毎に保護
者の総入れ替え制をとるため、児童と保護者の接触はできません。スムーズな入
れ替えにご協力をお願いします。児童は自分たちの演技時間以外は、各教室で学
習をしています。

残念ながら、再び時期も含めて変更せざるを得ない場合があるかもしれません
が、現在のところ以下の通りです。何とぞご理解とご協力をお願いいたします。

学年別体育大会【保護者参観の日】における対策措置について

① 各ご家庭、校内に立ち入ることができるのは２名までです。

② 事前にお子様１人につき一枚配付（２名まで同時入場可）する【健康観察
カード】をお忘れになったり、紛失された場合は入場できません。前日まで
の紛失連絡については、対応させていただきます。（当日の紛失につきまして
は、対応いたしかねますのでご理解願います。）

③ 校内は児童と保護者の動線を完全に分けています。お子様の演技参観に
ついては他の方との間隔をとりつつ、運動場保護者参観場所で分かれてご覧



ください。

④ 校内に入場できるのは西側（正門）のみです。退場は東門のみです。

⑤ 密状態を避けるため、保護者の皆様は各学年毎の総入れ替えにご協力をお
願いいたします。仮にお子様の演技が続く場合でも、一度東門から退場して
再び西門からの入場にご協力願います。ご兄弟の関係で、連続となる場合は、
短時間での移動となり申し訳ありません。

⑥ 学校内のスペースをできるだけ確保するため、徒歩での来校に協力願いま
す。やむを得ず自転車をご利用される場合は、新幹線下「こだま児童遊園地」
を駐輪場としてその時間帯のみ借りていますので、そちらに駐輪願います。

⑦ 新型コロナウイルス感染症予防のため、それぞれ「体温」「風邪症状・体調」
「マスク着用」「消毒」「他の方との間隔を確保する」等、ご協力をよろしく
お願いします。健康観察カードにご記入がない場合は、入場できません。

【学年別体育大会 会場図】
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自分の体は自分で守る 帰宅後や休日もマスクを

世間では、例年よりかなり早い入梅とともに、｢緊急事態宣言｣対象地域の拡大
が報じられ、収束にはまだ時を要するようです。本校では、それぞれの体を守る
観点から、学校生活だけでなく帰宅後も外出時等｢常時マスクの着用｣や｢大声での
会話をひかえること｣を指導しています。暑くなってくるとついつい忘れがちにな
るマスク着用ですが、自分の体は最大限自分で守るため、
ご家庭でも是非お声がけくださいますようお願いいたします。


